
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
八
年
五
月
十
九
日

参

議

院

環

境

委

員

会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一
、
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
二
十
一
回
締
約
国
会
議
で
採
択
さ
れ
た
パ
リ
協
定
を
踏
ま
え
、
産
業
革
命
以
前
と
比
べ
た
世

界
の
平
均
気
温
の
上
昇
幅
を
二
度
よ
り
十
分
低
く
保
ち
、
一
・
五
度
以
下
に
抑
え
る
努
力
を
追
求
す
る
こ
と
、
世
界
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
が
最
大
に
達
す
る
時
期
を
で
き
る
限
り
早
く
す
る
も
の
と
し
、
今
世
紀
後
半
に
人
為
的
な
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
と
吸
収
源
に
よ
る
除
去
の
均
衡
を
達
成
す
る
こ
と
が
人
類
共
通
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
こ
の
目
標
の
達
成

に
向
け
た
国
際
的
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
積
極
的
に
地
球
温
暖
化
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

二
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
目
指
す
と
い
う
長
期
的
目
標
は
従
来
の
取
組
の

延
長
だ
け
で
は
実
現
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
革
新
的
な
技
術
開
発
・
普
及
な
ど
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
解
決
を
最

大
限
に
追
求
す
る
こ
と
。
ま
た
、
今
あ
る
技
術
の
更
な
る
普
及
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入
及
び
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
推
進
を
図
る
た
め
の
取
組
も
一
層
加
速
し
て
進
め
る
こ
と
。

三
、
地
球
温
暖
化
に
起
因
す
る
気
候
変
動
に
よ
る
我
が
国
へ
の
被
害
や
影
響
を
軽
減
す
る
施
策
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
気

候
変
動
の
影
響
へ
の
適
応
計
画
の
早
期
の
法
定
計
画
化
を
図
る
こ
と
。

四
、
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
は
も
と
よ
り
、
適
応
計
画
等
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
動
向
及
び
最
新
の
科
学
的
知
見
を
基
に
不
断

に
見
直
し
を
行
い
、
必
要
な
追
加
的
施
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
見
直
し
過
程
に
お
け
る
公
正
性
及
び
透
明
性
を
確

保
す
る
た
め
、
基
礎
と
し
た
情
報
の
国
民
へ
の
速
や
か
な
公
開
の
徹
底
、
議
論
へ
の
国
民
の
参
画
の
機
会
を
十
分
に
確
保
す

る
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
く
取
組
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
公
表
す
る
こ
と
。



五
、
強
力
な
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
フ
ロ
ン
類
に
つ
い
て
は
、
回
収
・
破
壊
や
漏
え
い
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
産
に
も

適
切
な
規
制
を
行
っ
て
い
く
こ
と
。
ま
た
、
人
工
的
に
合
成
さ
れ
た
物
質
で
あ
る
と
い
う
点
に
鑑
み
、
回
収
・
破
壊
な
ど
に

お
い
て
は
生
産
者
責
任
に
も
留
意
し
た
政
策
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


